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（1）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 528,387 0.3 15,761 7.0 16,010 1.7 10,242 △13.3

2024年３月期 526,569 4.3 14,723 0.9 15,737 2.3 11,812 17.2

（注）包括利益 2025年３月期 10,564百万円 （△5.7％） 2024年３月期 11,201百万円 （20.7％）

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 487.11 485.49 9.7 5.5 3.0

2024年３月期 561.88 559.69 12.0 5.6 2.8

（参考）持分法投資損益 2025年３月期 △31百万円 2024年３月期 △26百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2025年３月期 287,635 109,416 37.8 5,175.40
2024年３月期 290,989 102,409 35.0 4,848.90

（参考）自己資本 2025年３月期 108,847百万円 2024年３月期 101,854百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2025年３月期 15,982 △9,965 △4,797 43,709
2024年３月期 24,094 △34,240 △478 42,044

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 86.00 － 96.00 182.00 3,863 32.4 3.9

2025年３月期 － 72.00 － 118.00 190.00 4,035 39.0 3.8

2026年３月期（予想） － 76.00 － 114.00 190.00 33.3

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 259,000 4.3 7,100 29.1 7,200 19.7 4,800 30.1 228.23

通期 550,000 4.1 17,700 12.3 18,000 12.4 12,000 17.2 570.57

１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（2）連結財政状態

（3）連結キャッシュ・フローの状況

2．配当の状況

（注）１．2024年３月期の配当金総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式への配当金40百万円が含まれております。
２．2025年３月期の配当金総額には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式への配当金39百万円が含まれております。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期 22,100,000株 2024年３月期 22,100,000株
②  期末自己株式数 2025年３月期 1,068,339株 2024年３月期 1,094,305株
③  期中平均株式数 2025年３月期 21,026,218株 2024年３月期 21,022,381株

（1）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2025年３月期 377,550 0.2 9,769 11.9 11,640 4.1 7,926 2.9
2024年３月期 376,974 5.5 8,734 △17.1 11,184 △14.3 7,700 △18.2

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2025年３月期 376.98 375.72
2024年３月期 366.29 364.86

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2025年３月期 257,064 86,758 33.7 4,119.29
2024年３月期 260,742 82,884 31.7 3,938.88

（参考）自己資本 2025年３月期 86,635百万円 2024年３月期 82,738百万円

※  注記事項
（1）期中における連結範囲の重要な変更：無

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（3）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、「役員報酬BIP信託」が保有する当社株式を含めております（2025年３月期 206,477
株、2024年３月期 223,038株）。また、期中平均株式数には、期中平均株式数の計算において控除する自己
株式に「役員報酬BIP信託」が保有する当社株式を含めております（2025年３月期 210,617株、2024年３月
期205,300株）。

（参考）個別業績の概要
  2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（2）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．5「1．経営成績等の概況 (4) 今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況
　当連結会計年度（2024年４月１日～2025年３月31日）におけるわが国経済は、自動車・半導体関連産

業を中心に工作機械をはじめとする設備投資が一部低調に推移したものの、雇用や所得環境の改善がみ

られるなど景気は緩やかに回復しました。一方、地政学リスクや原材料費の高止まりに加え、為替の変

動など先行きが不透明な状況が続きました。また、少子高齢化による生産年齢人口の減少が進む国内に

おいては、働き方改革関連法による労働時間の制限などにより、全産業で人手不足が表面化いたしまし

た。特に建設業や物流業を中心に工事遅延や工期の長期化、事業縮小などの影響が懸念されます。

　工業分野では、AI関連の半導体関連産業などに底堅い設備投資需要が続きました。住宅分野では、戸

建てを中心とした新設住宅着工戸数は引き続き弱含みで推移したものの、高機能商品の需要が高まりま

した。建設分野では、都市部を中心とした再開発や大阪・関西万博関連需要は堅調に推移しました。

　海外では、米国で景気の拡大が続くとともに、タイ、インド、インドネシアなどでも景気が底堅く推

移した一方、中国では景気の足踏み状態が続きました。

　このような状況の中、当社グループは創業360周年を迎える2026年のあるべき姿「ユアサビジョン

360」の最終（３rd）ステージとして、2023年４月～2026年３月までの３カ年を対象とする中期経営計画

「Growing Together 2026」の２年目を迎えました。「風土改革」「DX推進」「サステナビリティ推進」

をベースとしてビジネス変革を推進し、モノづくり、すまいづくり、環境づくり、まちづくりの分野に

おいて、「モノ売り」と「コト売り」の両面でマーケットアウト型のビジネスを展開することで、企業

価値の向上に取り組んでいます。

　「風土改革」では、YUASA PRIDEプロジェクト（働きがい向上&人間尊重プロジェクト）を進め、社員

のエンゲージメントを高め、「つなぐ」イノベーションで社会課題を解決できる人材の育成に取り組ん

でいます。また、「総合力」「チャレンジ」「コミュニケーション」をキーワードに、企業風土改革を

推進しています。

　「DX推進」では、データ活用基盤構築、DX人材育成、業務プロセス改革、イノベーション創出を進

め、ビジネス変革を支えてまいります。

　「サステナビリティ推進」では、2026年３月までに当社グループのCO2排出量30％削減を目指すととも

に、お取引先さまのカーボンニュートラルを支援するグリーン事業を全社で推進しています。

　成長戦略の推進として、ロボット・AIデジタル戦略においては、AI検品ソリューション「F[ai]ND OUT

シリーズ」の機能を強化し、さらなる展開を進めております。また、ピッキング用自動搬送システム

「ツインピック」をはじめとする物流ソリューションをトータルで提案する「LOGI CRAFT（ロジクラフ

ト）」の提供を開始するなどロボットや自動化装置の拡販に努めました。2025年２月には、シェアリン

グビジネスの強化を目的とし、イベント設営事業・ファニシング事業等を展開する株式会社ラインナッ

プを子会社化しました。

　海外戦略では、地域戦略の強化に向け、タイ（バンコク市）にショールームを兼ね備えた現地法人の

新社屋を2024年11月に竣工し、2025年２月に『日本の文化とタイの文化を「つなぐ」』をテーマとした

総合展示会「YUASA Grand Fair in Thailand」を開催しました。さらに、モノづくり現場の省エネに貢

献する整電ユニットの海外（10カ国・地域）における総代理店権の獲得や営業拠点（インド２カ所、ベ

トナム１カ所）の整備など、海外事業拡大に向けた体制を整備しました。

　これらの結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比0.3％増の5,283億87百

万円となりました。利益面につきましては、営業利益は157億61百万円（前連結会計年度比7.0％増）、

経常利益は160億10百万円（前連結会計年度比1.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は、前年に

退職給付信託返還益を32億55百万円計上したこともあり、前連結会計年度比13.3％減の102億42百万円と

なりました。当期の期末配当金につきましては、以上の業績並びに財務体質の強化と事業拡大に必要な

内部留保の充実などを勘案した上で、2025年５月９日開催の取締役会決議により、１株当たり普通配当

118円とさせていただきました。この結果、年間配当金は2024年12月に実施した中間配当金72円と合わせ

て190円となり、株主還元率は39.4％となります。

　セグメント別の状況は以下のとおりです。なお、当連結会計年度において、当社の連結子会社である

YUAS A  T R A D I N G ( T H A I L A N D ) C O . , L T D .は、当社の連結子会社であるYUAS A  E N G I N E E R I N G 

SOLUTION(THAILAND)CO.,LTD.の株式を当社から取得しております。これに伴い、従来「住設・管材・空

調」のセグメントに区分しておりましたYUASA ENGINEERING SOLUTION(THAILAND)CO.,LTD.の事業を、

「工業機械」の報告セグメントに含めて記載する方法に変更しております。当連結会計年度のセグメン

ト情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。
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《産業機器部門》
　産業機器部門につきましては、自動車関連産業ではEVを中心に先行きの不透明感が強まり、車載
用半導体などの関連分野にも影響がみられ、切削工具などの販売は引き続き低調に推移しました。
　このような状況の中、社会課題解決に向け、脱炭素・省エネなどに貢献する太陽光・蓄電池など
のカーボンニュートラル商材や労働人口減少・働き方改革に対応したスマートファクトリーの構築
に必要なロボット・物流の自動化アイテムの販売に注力し、関連商材は堅調に推移しましたが、売
上高は777億67百万円(前連結会計年度比2.5％減)となりました。

《工業機械部門》
　工業機械部門につきましては、国内では、半導体製造装置や医療機器、航空機、防衛関連産業な
どにおいて設備投資需要に緩やかな回復の傾向がみられ商談は増加したものの、世界情勢の不透明
な状況や原材料費・エネルギー高騰の原因により、受注回復は足踏み状態となりました。海外で
は、世界的な経済政策の不確実性があるものの、現地生産のEV、半導体関連装置、空調機製造の設
備投資は堅調に推移しました。
　このような状況の中、国内では、精密板金市場や脆性材加工分野の販売強化を目的とした製品開
発等を継続しました。また、測定分野ではＡＩを活用した自動化・DX提案を製品開発とともに進め
ましたが、売上高は1,074億３百万円(前連結会計年度比9.5％減)となりました。

《住設・管材・空調部門》
　住設・管材・空調部門につきましては、人口減少に伴う新設住宅着工戸数の減少に加え、働き方
改革や物流問題など建設業界が大きな転換期を迎え、人手不足や資材価格の高止まりによる工期の
遅れがみられたものの、マンションやリフォーム需要が堅調に推移し、住宅設備機器は底堅い動き
となりました。また、エネルギー価格の高騰やカーボンニュートラルへの対応を見据えた需要の増
加により、管材商品や空調関連機器は堅調に推移しました。
　このような状況の中、特に大都市圏での再開発案件の増加や中小規模の改修工事案件、省エネ関
連の設備投資需要により、管材商品・高効率空調機器などの販売が増加しました。また、カーボン
ニュートラル対応に向けた太陽光パネル・産業用蓄電池などのシステム提案とエンジニアリング機
能の強化に努めました結果、売上高は2,096億88百万円(前連結会計年度比6.3％増)となりました。

《建築・エクステリア部門》
　建築・エクステリア部門につきましては、引き続き首都圏を中心とした再開発案件と自然災害・
交通事故対策商品などの社会インフラ関連投資は底堅く推移しました。また、監視管理システムな
どの防犯商品の需要が増加しました。一方、商業施設・店舗や学校向けの公共エクステリア製品の
販売が伸び悩みました。
　このような状況の中、豪雨災害対策として水害対策ソリューションなどのレジリエンス製品やウ
ォーカブルな街づくりに貢献する外構・エクステリア製品のパッケージ提案、建築に係わる製作金
物や機能提案、及び子育て支援・再配達削減を目的とした宅配ボックスの拡販に注力した結果、売
上高は573億42百万円(前連結会計年度比5.4％増)となりました。

《建設機械部門》
　建設機械部門につきましては、国土強靭化対策等によるインフラ整備、防災・減災工事などの公

共工事とともに、民間設備投資も堅調に推移しました。一方、機械・資材価格の高騰、建設業の働

き方改革、建設技能者不足による工事遅延などの影響が引き続きみられました。

　このような状況の中、省人化が実現できるIoT・自動化技術の提案や建設現場のCO2見える化商品

の拡販、建設・農業現場の安全施工のためのソリューション商品と新たな機能を搭載した海外輸入

商品の販売を強化するとともに、行政機関に対して防災・減災・BCP関連商材の提案を推進しまし

た。また、中古建機・農機オークション事業をはじめ、コンテナハウス製造や建設機械の整備・レ

ンタル機能の拡充に努めましたが、売上高は368億68百万円(前連結会計年度比1.1％減)となりまし

た。

《エネルギー部門》
　エネルギー部門につきましては、低燃費車の普及によりガソリン需要が引き続き減少する中、政
府による燃料油補助金の継続等により、国内市況の安定化が図られました。
　このような状況の中、東海地方を中心に展開するガソリンスタンド事業では、付加価値の高い洗
車、車検、コーティングなどの他、レンタカーやカーメンテナンス事業等のサービス強化に努めま
した。また、京浜地区における船舶用燃料の販売強化に取り組みましたが、売上高は186億７百万円
(前連結会計年度比2.9％減)となりました。
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2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期

自己資本比率（％） 34.9 35.0 37.8

時価ベースの自己資本比率（％） 29.5 38.6 33.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.4 0.3 0.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 8.0 22.5 75.4

《その他》
　その他部門につきましては、消費財事業では、物価高騰による個人消費の落ち込みがみられたも
のの、消費者ニーズを捉え、調理家電等を中心にプライベートブランド商品のラインナップ拡充に
努めました。木材事業では、輸入合板の需要低迷と円安の影響を受け販売量が減少した一方、国産
材の販売を強化し、国内グループ間の総合力を発揮することにより、新商品、新市場の開拓を進め
ました。
　この結果、売上高は207億９百万円(前連結会計年度比3.6％増)となりました。

(2)当期の財政状態の概況
（資産）
　当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて33億54万円減少し、2,876億35
百万円となりました。これは受取手形、売掛金及び契約資産が132億67百万円減少した一方で、その
他の無形固定資産が50億37百万円、現金及び預金が17億52百万円増加したことなどによります。
（負債）
　当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて103億60百万円減少し、1,782
億19百万円となりました。これは、電子記録債務が76億50百万円、支払手形及び買掛金が45億97百
万円減少したことなどによります。
（純資産）
　当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて70億６百万円増加し、1,094
億16百万円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上などにより利益剰
余金が67億18百万円、為替換算調整勘定が７億79百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額
金が５億41百万円減少したことなどによります。この結果、自己資本比率は、37.8％（前連結会計
年度末は35.0％)となりました。

(3)当期のキャッシュ・フローの概況
　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、437億９百万円とな
り、前連結会計年度末より16億65百万円の増加となりました。
　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　当連結会計年度において、営業活動の結果得られた資金は、159億82百万円（前連結会計年度比81
億11百万円の収入減）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益156億33百万円、売上債
権の減少額131億99百万円を計上した一方、仕入債務の減少額124億71百万円を計上したことなどに
よります。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　当連結会計年度において、投資活動の結果使用した資金は、99億65百万円（前連結会計年度比242
億74百万円の支出減）となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出44億67百万円、
有形固定資産の取得による支出21億75百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支
出19億34百万円を計上したことなどによります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
　当連結会計年度において、財務活動の結果使用した資金は、47億97百万円（前連結会計年度比43
億18百万円の支出増）となりました。これは主に、配当金の支払額による支出35億67百万円、長期
借入金の返済による支出10億58百万円をそれぞれ計上したことなどによります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）　１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

    ております。

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象
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    としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

    おります。

(4) 今後の見通し
① 次期の見通し
　今後の経済情勢につきましては、世界的な通商政策の動向や地政学リスク、原材料・エネルギー
価格の変動による影響など、国内・海外ともに不透明な経済環境が続くと思われます。特に、国内
においては労働人口の減少が進むことが見込まれる中、デジタル技術を活用した自動化・省人化の
進展やカーボンニュートラル実現に向けたグリーンビジネスは一層の拡大が見込まれます。また、
激甚化する自然災害に対応した安心・安全な社会インフラ構築に向けたレジリエンス対応の必要性
が高まると思われます。
　このような状況の中、2023年４月よりスタートし、今期最終年度を迎える中期経営計画
「Growing Together 2026」の達成に向け、収益性の向上と成長戦略の推進によるビジネス変革を
通じた取引先ネットワークの拡大に取り組んでまいります。具体的には、「つなぐ」イノベーショ
ンによる社会課題の解決を推進するとともに、コア事業の拡大のために注力する分野を、海外、グ
リーン、デジタル、レジリエンス＆セキュリティ、新流通、シェアリングとし、さらなる強化に努
めてまいります。また、既存事業で培ってきた商品やサービスを積極的に展開する分野として、介
護・医療、食品、農業を新事業と位置づけ、成長ドライバーとして積極的に推進します。
　さらに、「風土改革」「DX推進」「サステナビリティ推進」をベースとしてビジネス変革を推進
し、モノづくり、すまいづくり、環境づくり、まちづくりの分野において既存取引ネットワークを
発展させ、「モノ売り」と「コト売り」の両面においてマーケットアウト型のビジネスを展開する
ことで、企業価値向上を実現してまいります。

② 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
　当社は、従来より業績に応じた適正かつ安定的な配当を重要な経営課題のひとつと位置づけ、財
務体質の強化や成長戦略に基づく内部留保の充実との均衡ある配当政策を基本方針としておりま
す。この基本方針に基づき、株価の動向や財務状況等を考慮しながら有効な利益還元策としての自
己株式の取得などを含めた機動的な配当政策を実施し、株主の皆さまのご期待にお応えできるよう
努力してまいります。なお、当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項につ
きましては、法令に別段の定めがある場合を除き、株主総会の決議によらず取締役会決議によって
定めることとする旨を定款で定めております。
　このような基本方針のもと、当期の期末配当金につきましては、以上の業績並びに財務体質の強
化と事業拡大に必要な内部留保の充実などを勘案した上で、2025年５月９日開催の取締役会決議に
より、１株当たり普通配当118円とさせていただきました。この結果、年間配当金は2024年12月に
実施した中間配当金72円と合わせて190円となり、連結での株主還元率は39.4％となります。
　また、次期の配当につきましては、１株当たり中間配当76円、期末配当114円の１株当たり年間
配当は190円（連結株主還元率33％以上、DOE（株主資本配当率）3.5％以上）とさせていただく予
定です。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

  なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向

等を踏まえ、国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 42,101 43,854

受取手形、売掛金及び契約資産 118,642 105,374

電子記録債権 38,338 38,905

棚卸資産 19,593 18,253

その他 3,610 3,996

貸倒引当金 △54 △50

流動資産合計 222,231 210,333

固定資産

有形固定資産

賃貸用固定資産 5,450 5,636

減価償却累計額 △4,336 △4,465

賃貸用固定資産（純額） 1,114 1,170

建物及び構築物 7,227 8,556

減価償却累計額 △4,506 △4,575

建物及び構築物（純額） 2,721 3,980

機械及び装置 903 980

減価償却累計額 △609 △689

機械及び装置（純額） 294 290

工具、器具及び備品 2,919 3,189

減価償却累計額 △1,931 △2,756

工具、器具及び備品（純額） 988 433

土地 39,195 39,159

リース資産 494 557

減価償却累計額 △289 △254

リース資産（純額） 205 302

建設仮勘定 199 143

有形固定資産合計 44,719 45,481

無形固定資産

のれん 527 2,219

その他 3,798 8,836

無形固定資産合計 4,326 11,055

投資その他の資産

投資有価証券 12,384 13,082

長期金銭債権 1,048 853

繰延税金資産 1,065 997

退職給付に係る資産 120 211

その他 5,414 5,676

貸倒引当金 △320 △56

投資その他の資産合計 19,712 20,765

固定資産合計 68,758 77,302

資産合計 290,989 287,635

３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 97,142 92,545

電子記録債務 61,850 54,200

短期借入金 4,092 4,200

リース債務 86 90

未払法人税等 3,358 3,842

賞与引当金 3,200 3,321

役員賞与引当金 91 80

その他 10,121 11,842

流動負債合計 179,943 170,124

固定負債

長期借入金 3,328 2,490

リース債務 138 227

繰延税金負債 395 385

役員退職慰労引当金 91 157

株式給付引当金 254 310

役員株式給付引当金 194 188

退職給付に係る負債 1,103 1,193

その他 3,131 3,141

固定負債合計 8,636 8,095

負債合計 188,580 178,219

純資産の部

株主資本

資本金 20,644 20,644

資本剰余金 6,753 6,755

利益剰余金 72,918 79,637

自己株式 △3,053 △2,976

株主資本合計 97,262 104,060

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,655 3,113

繰延ヘッジ損益 18 △17

為替換算調整勘定 870 1,649

退職給付に係る調整累計額 46 40

その他の包括利益累計額合計 4,591 4,786

新株予約権 145 123

非支配株主持分 409 445

純資産合計 102,409 109,416

負債純資産合計 290,989 287,635
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

当連結会計年度
(自　2024年４月１日

　至　2025年３月31日)

売上高 526,569 528,387

売上原価 468,933 467,087

売上総利益 57,635 61,300

販売費及び一般管理費 42,912 45,539

営業利益 14,723 15,761

営業外収益

受取利息 1,593 72

受取配当金 306 352

その他 354 319

営業外収益合計 2,254 745

営業外費用

支払利息 1,073 221

その他 166 274

営業外費用合計 1,240 495

経常利益 15,737 16,010

特別利益

固定資産売却益 2 82

投資有価証券売却益 66 128

関係会社清算益 19 －

退職給付信託返還益 3,255 －

特別利益合計 3,343 210

特別損失

固定資産売却損 113 119

固定資産除却損 12 83

減損損失 278 193

投資有価証券評価損 5 －

事業撤退損 1,673 －

支払補償料 － 191

特別損失合計 2,085 588

税金等調整前当期純利益 16,995 15,633

法人税、住民税及び事業税 4,825 5,035

法人税等調整額 336 281

法人税等合計 5,162 5,316

当期純利益 11,833 10,316

非支配株主に帰属する当期純利益 21 74

親会社株主に帰属する当期純利益 11,812 10,242

(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

当連結会計年度
(自　2024年４月１日

　至　2025年３月31日)

当期純利益 11,833 10,316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,307 △489

繰延ヘッジ損益 115 △36

為替換算調整勘定 363 780

退職給付に係る調整額 △2,418 △6

その他の包括利益合計 △632 248

包括利益 11,201 10,564

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,179 10,488

非支配株主に係る包括利益 21 75

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,644 6,837 67,273 △5,301 89,453

当期変動額

剰余金の配当 △3,528 △3,528

親会社株主に帰属する
当期純利益

11,812 11,812

自己株式の取得 △530 △530

自己株式の処分 △10 67 56

自己株式の消却 △2,710 2,710 －

その他資本剰余金の負
の残高の振替

2,637 △2,637 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △83 5,645 2,247 7,809

当期末残高 20,644 6,753 72,918 △3,053 97,262

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 2,349 △96 505 2,465 5,224 165 397 95,240

当期変動額

剰余金の配当 △3,528

親会社株主に帰属する
当期純利益

11,812

自己株式の取得 △530

自己株式の処分 56

自己株式の消却 －

その他資本剰余金の負
の残高の振替

－

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

1,305 115 364 △2,418 △632 △19 11 △640

当期変動額合計 1,305 115 364 △2,418 △632 △19 11 7,169

当期末残高 3,655 18 870 46 4,591 145 409 102,409

(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,644 6,753 72,918 △3,053 97,262

会計方針の変更による累
積的影響額

52 52

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

20,644 6,753 72,971 △3,053 97,315

当期変動額

剰余金の配当 △3,567 △3,567

親会社株主に帰属する
当期純利益

10,242 10,242

自己株式の取得 △13 △13

自己株式の処分 △8 91 82

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

1 1

その他資本剰余金の負
の残高の振替

8 △8 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 1 6,666 77 6,745

当期末残高 20,644 6,755 79,637 △2,976 104,060

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 3,655 18 870 46 4,591 145 409 102,409

会計方針の変更による累
積的影響額

△52 △52 －

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

3,603 18 870 46 4,539 145 409 102,409

当期変動額

剰余金の配当 △3,567

親会社株主に帰属する
当期純利益

10,242

自己株式の取得 △13

自己株式の処分 82

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

1

その他資本剰余金の負
の残高の振替

－

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△489 △36 779 △6 246 △22 36 260

当期変動額合計 △489 △36 779 △6 246 △22 36 7,006

当期末残高 3,113 △17 1,649 40 4,786 123 445 109,416

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

当連結会計年度
(自　2024年４月１日

　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 16,995 15,633

減価償却費 1,725 2,133

のれん償却額 563 331

固定資産売却損益（△は益） 111 37

固定資産除却損 12 83

減損損失 278 193

投資有価証券売却損益（△は益） △66 △128

投資有価証券評価損益（△は益） 5 －

関係会社清算損益（△は益） △19 －

退職給付信託返還益 △3,255 －

事業撤退損 1,673 －

支払補償料 － 191

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 10,672 △99

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 27 56

貸倒引当金の増減額（△は減少） △55 △268

賞与引当金の増減額（△は減少） 239 104

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 13 △10

株式給付引当金の増減額（△は減少） 26 56

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 13 △5

受取利息及び受取配当金 △1,899 △425

支払利息 1,072 221

売上債権の増減額（△は増加） △5,368 13,199

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,596 1,593

仕入債務の増減額（△は減少） 8,706 △12,471

長期金銭債権の増減額（△は増加） 31 194

その他 1,410 △308

小計 30,318 20,313

利息及び配当金の受取額 1,899 420

利息の支払額 △1,072 △211

法人税等の支払額 △7,050 △4,538

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,094 15,982

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

当連結会計年度
(自　2024年４月１日

　至　2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 △91

定期預金の払戻による収入 6 6

有形固定資産の取得による支出 △31,552 △2,175

有形固定資産の売却による収入 149 281

無形固定資産の取得による支出 △2,806 △4,467

投資有価証券の取得による支出 △98 △1,450

投資有価証券の売却による収入 110 190

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △1,934

貸付けによる支出 △34 △188

貸付金の回収による収入 67 21

その他 △71 △156

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,240 △9,965

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △88 －

長期借入れによる収入 5,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,194 △1,058

リース債務の返済による支出 △121 △120

自己株式の取得による支出 △530 △13

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △3,528 △3,567

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △26

その他 △15 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △478 △4,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 272 445

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,351 1,665

現金及び現金同等物の期首残高 52,395 42,044

現金及び現金同等物の期末残高 42,044 43,709
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算

定した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引

等に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計

上された法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対

応する税額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又

はその他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を

算定することが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。

これにより、利益剰余金の当期首残高が52百万円増加し、その他の包括利益累計額のその他有価証券評価差額

金の当期首残高が同額減少しております。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっ

ております。これによる前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、本社に取扱商品の種類、性質の類似性等で区分した本部・事業部を置き、本部・事業部は取扱商

品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は本部・事業部を基礎とした取扱商品の種類、性質の類似性等で区分したセグメントから

構成されており、次の報告セグメントとしております。

①産業機器　　　　　：工具・産業設備・機材・制御機器・物流機器の販売

②工業機械　　　　　：工業機械・工業機器の販売

③住設・管材・空調　：管材・空調機器・住宅設備・住宅機器の販売、建設工事の設計監理及び請負、宅地

建物取引

④建築・エクステリア：建築資材、景観・エクステリア・土木資材等の販売、外構資材設置工事の設計監理

及び請負

⑤建設機械　　　　　：建設機械・資材の販売及びリース・レンタル、組立式仮設ハウス（コンテナハウ

ス）の製造販売、イベント設営、ファニシング事業

⑥エネルギー　　　　：石油製品の販売

　当連結会計年度において、当社の連結子会社であるYUASA TRADING(THAILAND)CO.,LTD.は、当社の連結子会

社であるYUASA ENGINEERING SOLUTION(THAILAND)CO.,LTD.の株式を当社から取得しております。これに伴い、

従来「住設・管材・空調」のセグメントに区分しておりましたYUASA ENGINEERING SOLUTION(THAILAND)CO., 

LTD.の事業を、「工業機械」の報告セグメントに含めて記載する方法に変更しております。なお、前連結会計

年度のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメント会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準

拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

- 16 -

ユアサ商事㈱(8074)　2025年３月期決算短信 　　　　



（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

産業機器 工業機械
住設・
管材・
空調

建築・
エクス
テリア

建設機械
エネルギ

ー
計

売上高

外部顧客への売上高 79,742 118,683 197,306 54,404 37,286 19,164 506,588 19,981 526,569 － 526,569

セグメント間の

内部売上高又は振替高
14,836 5,624 10,832 5,815 5,441 46 42,598 406 43,004 △43,004 －

計 94,579 124,308 208,139 60,220 42,728 19,210 549,186 20,387 569,573 △43,004 526,569

セグメント利益 2,168 5,451 7,829 2,001 1,022 204 18,676 328 19,005 △4,281 14,723

セグメント資産 43,208 57,998 87,524 25,252 27,373 4,482 245,841 11,054 256,895 34,094 290,989

その他の項目

減価償却費 199 227 360 101 574 39 1,503 43 1,547 178 1,725

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額(注）４
5,213 5,124 10,548 4,237 3,165 49 28,339 6 28,345 6,778 35,123

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

産業機器 工業機械
住設・
管材・
空調

建築・
エクス
テリア

建設機械
エネルギ

ー
計

売上高

外部顧客への売上高 77,767 107,403 209,688 57,342 36,868 18,607 507,678 20,709 528,387 - 528,387

セグメント間の

内部売上高又は振替高
14,970 4,922 10,870 6,011 5,961 48 42,786 428 43,215 △43,215 -

計 92,738 112,326 220,559 63,353 42,829 18,656 550,464 21,138 571,602 △43,215 528,387

セグメント利益 2,564 4,304 9,891 2,211 1,041 240 20,252 277 20,530 △4,769 15,761

セグメント資産 40,397 56,844 87,645 24,934 27,368 4,619 241,809 12,225 254,035 33,599 287,635

その他の項目

減価償却費 278 306 478 162 576 39 1,842 26 1,868 265 2,133

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額(注）４
1,193 2,107 1,909 761 965 32 6,971 5 6,976 1,077 8,054

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連商品及び木材製品を販

売する事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△4,281百万円は、主に報告セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費

用等であります。

３　セグメント利益の合計額は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

４　有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、長期前払費用の増加額を含んでおります。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生活関連商品及び木材製品を販

売する事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△4,769百万円は、主に報告セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費

用等であります。

３　セグメント利益の合計額は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

４　有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、長期前払費用の増加額を含んでおります。
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（単位：百万円）

産業機器 工業機械

住設・

管材・

空調

建築・

エクス

テリア

建設機械 エネルギー その他 全社 合計

減損損失 135 － 143 － － － － － 278

（単位：百万円）

産業機器 工業機械

住設・

管材・

空調

建築・

エクス

テリア

建設機械 エネルギー その他 全社 合計

減損損失 36 － 156 － － － － － 193

（単位：百万円）

産業機器 工業機械

住設・

管材・

空調

建築・

エクス

テリア

建設機械 エネルギー その他 全社 合計

当期償却額 135 － 169 － 257 － － － 563

当期末残高 91 － 197 － 238 － － － 527

（単位：百万円）

産業機器 工業機械

住設・

管材・

空調

建築・

エクス

テリア

建設機械 エネルギー その他 全社 合計

当期償却額 54 － 40 － 236 － － － 331

当期末残高 － － － － 2,219 － － － 2,219

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2023年４月１日  至  2024年３月31日）

当連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2023年４月１日  至  2024年３月31日）

当連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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項目
前連結会計年度

（自　2023年４月１日
至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり純資産額 4,848円90銭 5,175円40銭

１株当たり当期純利益 561円88銭 487円11銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 559円69銭 485円49銭

項目
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当連結会計年度

（2025年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 102,409 109,416

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 555 569

（うち新株予約権（百万円）） (145) (123)

（うち非支配株主持分（百万円）） (409) (445)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 101,854 108,847

普通株式の期末の発行済株式数（千株） 22,100 22,100

普通株式の期末の自己株式数（千株） 1,094 1,068

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式の数（千株）

21,005 21,031

項目
前連結会計年度

（自　2023年４月１日
至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 11,812 10,242

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円）

11,812 10,242

期中平均株式数（千株） 21,022 21,026

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 82 70

（うち新株予約権（千株）） (82) (70)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

－ －

（１株当たり情報）

（注）　算定上の基礎

(1) １株当たり純資産額

（注）１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に役員報酬BIP信託が保有する当社

株式（当連結会計年度末株式数206千株、前連結会計年度末株式数223千株）を含めております。

(2) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除

する自己株式数に役員報酬BIP信託が保有する当社株式（当連結会計年度210千株、前連結会計年度205千株）を

含めております。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．その他

役員の異動（2025年６月25日付）

①新任監査役候補

監査役　　　　　　　大　谷　宏　充　(現 執行役員監査役室)

②退任予定監査役

監査役　　　　　　　古　本　好　之

《ご参考》

　2025年６月25日付役員体制(予定）

（取締役）

　代表取締役社長　　　　　海外事業推進担当　　　　　　　　　　　　　　　　　田　村　博　之

　代表取締役専務取締役　　経営管理部門統括 兼 地域・グループ担当　　　　　　田　中　謙　一

兼 輸出管理委員会委員長

兼 倫理・コンプライアンス委員会委員長

兼 内部統制委員会委員長

　常務取締役　　　　　　　営業部門統括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱　安　　守

　　　　　　　　　　　　　兼 工業マーケット事業本部長

　　　　　　　　　　　　　兼 ㈱国興代表取締役会長（非常勤）

　　　　　　　　　　　　　兼 ユアサネオテック㈱代表取締役会長（非常勤）

　取締役　　　　　　　　　営業部門副統括　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　村　貴　臣

　　　　　　　　　　　　　兼 建設マーケット事業本部長

　　　　　　　　　　　　　兼 ユアサ木材㈱代表取締役会長(非常勤)

　　　　　　　　　　　　　兼 富士クオリティハウス㈱取締役(非常勤)

　　　　　　　　　　　　　兼 ユアサ燃料㈱代表取締役会長(非常勤)

　取締役　　　　　　　　　住環境マーケット事業本部長　　　　　　　　　　　　竹　尾　希　典

　　　　　　　　　　　　　兼 スマートエネルギー事業部長

　　　　　　　　　　　　　兼 ユアサクオビス㈱代表取締役会長(非常勤)

　　　　　　　　　　　　　兼 浦安工業㈱代表取締役会長(非常勤)

　　　　　　　　　　　　　兼 ユアサプライムス㈱代表取締役会長(非常勤)

　社外取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　田　新　造

　社外取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　井　嘉　朗

　社外取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光　成　美　樹

　社外取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　田　悠生子

　（注）社外取締役を除く取締役は執行役員を兼務いたします。

（監査役）

　監査役(常勤)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　夛　　　威

　監査役(常勤)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　谷　宏　充（新任）

　社外監査役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　田　光　宏

　社外監査役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　城　千　波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      以  上
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